
埼玉県特集

企
業
と
地
域
の
課
題
解
決

西村　和義会長

埼玉県経営者協会

　
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
急

速
に
変
化
し
て
お
り
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
ま
す
ま
す
高
度
化
・
多
様

化
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
持
続
的
に
企
業
を

成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
絶
え
間

な
い
事
業
構
造
の
変
革
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
へ
の
積
極
的
対
応
、
技
術
革
新

・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
な
ど

様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
県
、
国
、
大
学
な
ど

多
方
面
の
“
外
部
の
知
”
の
集
団
を

つ
な
ぐ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
機
能
・
役
割
を
さ
ら
に
強
化
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
、
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
成
長
産

業
へ
の
取
組
等
を
通
じ
て
、
様
々
な

企
業
の
経
営
課
題
解
決
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
教
育
、
障
害
者

支
援
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

自
他
共
に
戒
め
る
勇
気
を

小林　満理事長

埼玉県鍍金工業組合

　
韓
国
の
フ
ェ
リ
ー
横
転
事
故
の
報

道
が
毎
日
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
て
い

る
。
韓
国
内
で
は
自
国
の
シ
ス
テ
ム

の
不
備
を
し
き
り
に
反
省
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
わ
が
国
は
ど
う
な
の

か
。
決
し
て
誇
れ
る
レ
ベ
ル
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
福
島
第
１
原
発
の
事

故
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
事
例
、
そ
し
て

福
知
山
の
脱
線
事
故
等
数
え
れ
ば
後

を
絶
た
な
い
。

　
社
内
に
目
を
転
ず
る
と
こ
れ
も
危

険
要
因
は
そ
こ
こ
こ
に
あ
る
。

　
シ
ス
テ
ム
は
人
が
築
き
、
人
が
守

っ
て
は
じ
め
て
機
能
す
る
。
そ
れ
故

に
い
つ
も
欠
陥
を
内
蔵
し
て
い
る
。

油
断
、
慢
心
、
怠
慢
、
見
か
け
た
ら

自
分
に
で
あ
れ
、
他
人
に
で
あ
れ
戒

め
る
勇
気
を
持
た
な
い
と
事
故
は
く

り
か
え
さ
れ
る
。
急
が
ず
に
、
一
歩

一
歩
進
ん
で
実
り
あ
る
一
年
に
な
る

よ
う
力
を
合
わ
せ
て
行
き
た
い
。

中
小
成
長
支
援
カ
ス
タ
ム
化

山縣　秀司理事長

さいたま市産業創造財団

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す

る
中
で
、
よ
う
や
く
、
根
幹
と
思
わ

れ
る
地
域
の
重
要
性
や
中
小
企
業
の

重
要
性
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ
て
き

た
と
感
じ
る
。
各
地
域
や
個
々
の
企

業
の
実
情
を
踏
ま
え
た
現
実
的
な
方

策
に
展
開
す
る
こ
と
が
、
い
ま
最
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
い
た
ま
市
が

推
進
す
る
次
世
代
自
動
車
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
特
区
事
業
を
活
用
、
ま

た
、
医
療
も
の
づ
く
り
都
市
構
想
や

ド
イ
ツ
バ
イ
エ
ル
ン
州
と
の
技
術
交

流
を
加
速
し
、
企
業
の
成
長
産
業
へ

の
参
入
を
支
援
す
る
こ
と
が
我
々
の

役
割
と
考
え
て
い
る
。

　
当
財
団
は
設
立

年
、
こ
の
実
績

を
生
か
し
て
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ス

タ
ム
化
を
図
る
と
同
時
に
、
経
営
健

全
化
支
援
を
よ
り
現
実
的
な
も
の
と

し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
自
立
化
と
国
際

化
の
支
援
を
加
速
し
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｔ
で
成
長
戦
略
を
確
実
に

小川　修一会長

埼玉県情報サービス産業協会

　
我
が
国
経
済
に
上
向
き
の
兆
し
が

見
え
て
き
て
い
る
も
の
の
、
三
本
目

の
矢
と
し
て
放
た
れ
る
「
成
長
戦

略
」
に
よ
り
、
上
向
き
経
済
基
調
を

確
実
な
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
Ｉ
Ｔ
は
あ
ら
ゆ
る
領
域

に
活
用
さ
れ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
改

革
を
誘
発
す
る
力
を
有
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
界
の
生
産
性
の
改
善

を
始
め
、
成
長
力
の
基
盤
と
な
る
生

産
性
向
上
の
み
な
ら
ず
、
女
性
や
高

齢
者
等
の
雇
用
促
進
等
、
労
働
投
入

の
量
的
拡
大
も
期
待
で
き
、
経
済
再

生
や
社
会
的
課
題
解
決
に
も
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
成
長
戦
略
の
柱
が
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
で

あ
り
、
持
続
的
な
成
長
と
発
展
を
可

能
と
す
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
振
興
・
情
報
高
度

化
な
ど
の
諸
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
て
参
り
た
い
。

創
業
支
援
で
開
業
率
引
き
上
げ

後閑　博会長

埼玉県信用保証協会

　
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
開
業
率
を
引

き
上
げ
、
雇
用
の
創
出
や
産
業
の
新

陳
代
謝
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
当
協
会
で
は
、
国
の
開
業
率

％
以
上
の
目
標
達
成
を
図
る
べ
く
、

今
年
４
月
に
創
業
支
援
部
を
新
設

し
、
創
業
の
相
談
や
保
証
審
査
、
融

資
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
ま
た
、
条
件
変
更
が

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
た
め
、

引
き
続
き
保
証
利
用
企
業
に
対
す
る

経
営
支
援
も
必
要
だ
。
昨
年
は
、
国

の
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業
に

お
け
る
企
業
負
担
分
の
一
部
を
当
協

会
が
補
助
す
る
仕
組
み
や
、
当
協
会

独
自
の
専
門
家
派
遣
事
業
も
創
設
し

た
。
今
後
も
、
「
親
切
・
迅
速
・
丁

寧
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
協
会
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
発
揮
し
て
経

営
支
援
や
再
生
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

協
同
の
力
で
未
来
切
り
開
く

星野　進会長

埼玉県中小企業団体中央会

　
県
内
中
小
企
業
の
多
く
は
、
依
然

と
し
て
景
気
回
復
が
実
感
で
き
な
い

中
、
加
え
て
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
よ
る
反
動
減
や
需
要
低
迷
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
中
小
企
業

は
、
中
小
企
業
組
合
の
下
に
結
束
を

強
め
、
協
同
の
力
で
未
来
を
切
り
開

い
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
会
で
は
、
「
連
携
で
未
来
を
開

こ
う
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
組
合
等
の
専
門
支
援
機
関
と
し

て
、
巡
回
訪
問
等
を
通
じ
、
中
小
企

業
者
の
背
中
を
押
す
べ
く
、
日
々
事

業
に

進
し
て
い
る
。
特
に
、
本
年

度
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
拡
大
を
図
る
た
め
に
組
合
の
枠
を

超
え
て
連
携
す
る
組
合
間
連
携
や
、

中
小
企
業
の
基
盤
強
化
等
を
目
指
し

た
組
合
成
長
戦
略
支
援
事
業
を
強
力

に
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

連
携
と
創
造
で
地
域
活
性
化

松永　功会長

埼玉県商工会議所連合会

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
日
本
経
済

は
再
生
に
向
け
て
動
き
だ
し
て
い
る

が
、
景
気
回
復
の
実
感
は
大
企
業
が

先
行
し
、
原
材
料
価
格
の
上
昇
・
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
反
動
減
な

ど
、
中
小
企
業
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
連
合
会
は
各
商

工
会
議
所
が
行
う
地
域
経
済
活
性
化

事
業
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

工
業
製
品
販
路
開
拓
商
談
会
の
支

援
、
各
地
区
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
展
示

会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の

活
性
化
・
中
小
企
業
の
販
路
開
拓
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
埼
玉
県

が
取
り
組
む
「
先
端
産
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
、
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

　
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
、

今
年
度
も
連
携
と
創
造
の
下
に
、
全

力
で
活
動
し
て
参
る
所
存
で
あ
る
。

地
域
か
ら
元
気
を
発
信

大久保　義海会長

埼玉県商工会連合会

　
わ
が
国
経
済
に
は
、
明
る
い
兆
し

が
見
え
始
め
て
き
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
経
済
の
太
宗
を

占
め
、
地
域
で
も
活
力
の
源
泉
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
う
小
規
模
企
業

者
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
や
原
材

料
価
格
の
高
騰
な
ど
多
く
の
懸
念
材

料
を
抱
え
、
景
気
回
復
の
実
感
を
得

ら
れ
ず
に
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
商
工
会
関
係
者
が

待
ち
望
ん
で
い
た
小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
案
の
今
国
会
で
の
成
立
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
成
立
後
に
は
小
規

模
企
業
者
へ
の
大
き
な
力
に
な
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
本
連
合
会
は
新
法
成
立
に

よ
る
各
種
支
援
策
を
活
用
し
て
企
業

支
援
を
一
層
強
化
し
、
各
商
工
会
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

「
地
域
か
ら
元
気
」
を
発
信
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。

県
の
魅
力
県
内
外
に
発
信

山崎　嘉正会長

埼玉県物産観光協会

　
当
会
が
運
営
す
る
埼
玉
県
物
産
観

光
館
「
そ
ぴ
あ
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

１
周
年
を
迎
え
、
多
く
の
お
客
様
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年

は
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
、
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
和
食
が
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
な
ど

物
産
・
観
光
面
に
お
い
て
は
日
本
全

体
で
追
い
風
の
環
境
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
富
岡
製
糸
場
が
世
界
遺

産
へ
の
登
録
を
勧
告
さ
れ
、
そ
の
建

設
に
深
く
関
わ
っ
た
深
谷
市
の
渋
沢

栄
一
翁
を
は
じ
め
県
内
に
は
関
連
ス

ポ
ッ
ト
も
多
く
、
群
馬
県
と
の
連
携

に
よ
る
観
光
客
誘
客
の
期
待
も
高
ま

っ
て
い
る
。

　
会
員
各
事
業
者
や
市
町
村
・
観
光

協
会
相
互
の
連
携
強
化
を
よ
り
一
層

進
め
、
物
産
・
観
光
相
互
に
相
乗
効

果
を
生
む
よ
う
な
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
埼
玉
県
の
魅
力
を
県
内

外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

科
学
的
経
営
で
人
を
生
か
す

木下信次代表理事

埼玉中小企業家同友会

　
日
本
経
済
は
、
各
景
況
調
査
結
果

で
も
プ
ラ
ス
水
準
と
な
っ
て
お
り
景

気
回
復
基
調
に
あ
る
が
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
三
重
の
懸
念
要
因
が
待

ち
構
え
て
い
る
。
マ
ク
ロ
見
通
し
で

は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
来
の
円
安

で
原
材
料
等
の
仕
入
価
格
は
高
止
ま

り
、

予
想
以
上
の
需
要
を
駆
け
込

み
的
に
先
食
い
し
て
、
反
動
減
の
谷

は
深
く
な
り
、

消
費
税
が
５
％
か

ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
購
買
力
の
低
下
は
、
中
小
企
業

経
営
に
大
き
な
影
響
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た

め
、
埼
玉
中
小
企
業
家
同
友
会
は
、

会
の
活
動
の
柱
で
あ
る
経
営
指
針
づ

く
り

自
社
の
理
念
・
戦
略
・
実
行

計
画

に
よ
る
科
学
的
な
経
営
と
、

経
営
者
と
社
員
と
の
強
い
信
頼
関
係

に
基
づ
く
「
人
を
生
か
す
経
営
」

で
、
強
靱
な
企
業
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
経
営
の
実
現
を

加藤喜久雄代表理事

埼玉経済同友会

　
こ
の
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
上

げ
に
よ
る
反
動
減
は
想
定
内
と
の

声
が
多
く
、
「
第
一
四
半
期
の
減
速

を
経
て
７

９
月
に
は
回
復
す
る
」

と
い
う
見
方
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

直
近
の
企
業
収
益
は
、
円
安
や
消
費

税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
が
大
き

く
寄
与
し
大
幅
に
改
善
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ば
か
り
の
要
因
で
は
な
い

よ
う
で
す
。
よ
く
よ
く
見
る
と
、
そ

う
し
た
企
業
の
多
く
は
社
会
の
変
化

や
経
済
環
境
を
先
取
り
し
、
社
員
教

育
に
も
熱
心
で
あ
り
、
全
社
を
揚
げ

て
よ
り
付
加
価
値
が
高
く
顧
客
に
支

持
さ
れ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
事

業
活
動
の
柱
の
一
つ
に
「
持
続
可
能

な
経
営
の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
今
後
も
経
営
者
に
問
わ
れ
続
け

る
こ
と
は

改
革
で
き
る
勇
気
と
行

動
力
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
郭
団
体
ト
ッ
プ
に
聞
く
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ５月３０日 金曜日 　　


